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1． 目的
地域生活を支えるための基盤整備の促進方策に関する調査審議を行う。
とりわけ、地域生活支援拠点等については、府内市町村の整備が進んでいないことから、市町村の参考となるような事例も交えた報告書を作成する。


２．検討内容	　
(1) 地域生活支援拠点等の整備促進
(2) 施設入所者の地域移行
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４．スケジュール
平成30年10～11月	第１回ワーキング　 　※以降、3ヶ月に1回程度開催
平成31年７月		地域生活支援拠点等に関する報告書のとりまとめ

